
 

 
 
  

 

 

主催：大川活用プロジェクト 

 

   

 
 

美崎自治会、京都大学生存基盤科学研究ユニット、立命館守山 

高等学校、市で構成する大川活用プロジェクトでは、市内北部を 

流れる大川を舞台とし、河川の環境保全とまちづくり活動に取 

り組んでいます。これまでの活動発表とともに、さまざまな視点 

を取り入れる中、地域にとっての大川の価値を見つめなおし、今後 

のまちづくりを参加者の皆さんとともに考えるフォーラムを開催します。 

 

基調講演  「自然とともにある暮らしと地域おこし-アジアの農村開発からみた大川の取組-」  

講師：安藤和雄准教授（京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所） 

 

 

●美崎自治会：水草除去や環境学習を通じたまちづくり活動 

●立命館守山高等学校 SCi-Tech クラブ生物班：水環境調査の取組から 

●京都大学生存基盤科学研究ユニット・東南アジア研究所：国内外同様事例報告 

「世代を超えた地域づくり ～伝統や文化の保存を通して～」 

 

パネリスト：伊藤潔美崎自治会長／宮本和宏守山市長／安藤和雄准教授 

 

申し込み・問い合わせ 

市役所環境政策課 ＴＥＬ：５８２－１１５４ （申し込みは 12月 2日(金)午後 5時まで） 

と き 12月３日(土)午後２時から４時まで 

ところ 
美崎自治会館 
（今浜町 2761-35 ＴＥＬ：５８５－１０１９） 

事例報告  「大川活用プロジェクト」の取組から 

パネルディスカッション  大川ではじめる里川・里湖のまちづくり 


